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研究成果の概要（和文）：家変動論を精緻化しつつ、家的視点を用いた現代の家族・親族関係の解明をめざし、子育て
期の家族についての資料収集・分析・考察を行った。その結果、大都市近郊都市の家族・親族の特徴は、地元層と非地
元層に大きく分かれること、6割を占める地元層では30分以内に居住する祖父母から充実した育児支援を得ているが、3
割の非地元層は孤立した育児を強いられること、地元層は伝統的「あととり」観念を持つが、家規範には否定的である
ことなど、家と現代都市家族との関連が明らかになった。現代家族の理解を一層深めるために家的視点を導入する意義
ならびに道筋を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：We explored family and kin relationships from the perspective of the ie, aiming 
to advance the theory on the transformation of the ie itself. In order to deepen the knowledge on family 
and kin relationships, we gathered, analyzed, and interpreted the data on families in their childrearing 
phase. The results of this study revealed that there is a continuity between the ie and contemporary 
families, reflected in different experiences of the local population and the non-local population in a 
suburb of Nagoya City Moreover, the traditional ideology of “the family successor” is preserved in the 
value system of the “locals” even if they do not support the other norms related to the ie. Thus, the 
results of this study underlined that it is necessary to introduce the perspective of the ie into the 
research on families in order to reach a more comprehensive understanding of their contemporary forms.
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１．研究開始当初の背景 
戦後の日本家族は「家から現代家族に変化し
た」と認識され、現代家族については、とり
わけ都市の現代家族については、家的側面へ
の言及が極めて少ない。しかし戦後家族の特
徴である「近代家族」の時代性が明らかにな
るにつれ、近代家族に収斂不可能な側面の再
解釈が求められている。本研究では、歴史的
な家研究を再興しながら、家を軸に据えた現
代家族の考察を目指す。 
 
２．研究の目的 
「日本における家の歴史的展開と現状に関
する実証的研究」では、次の 3 つを目的に研
究を進めた。 
 
(1)研究代表者が提示してきた近世農村にお
ける家の変動仮説（東北農村では 19 世紀初
頭に家らしい家が確立した）を新たな資料を
用いた分析から検証し、家変動論の基盤を整
備する。 
 
(2)歴史的家研究を踏まえ、現代の都市居住
者の親族間サポートの実態と、継承に関する
意識（および実践）との関係について現地調
査を行い家の現代的特質を明らかにする。家
の現代的特質の解明をもとに、現代家族のも
うひとつの家族像を提示する。 
 
(3)近世の家研究を軸に家の現代的特性を考
察し、現代家族論の新しい地平を切り開く。 
 
３．研究の方法 
本研究の研究期間は 4 年間であり、歴史的研
究を進展させつつ、歴史的研究から見えてく
る家の観点を導入したと現代家族の実証研
究を行うことで、新しい現代家族像にアプロ
ーチする。 
 
(1) 歴史分析については、これまで研究代表
者が進めてきた家の歴史人口学的方法を用
いて、東北の一農村（現在の山形県天童市）
の戸口資料データベースの分析を行い、家の
変動過程を解明し、家変動論の再検討を行う。 
 
(2) 現代の分析については、これまで大阪で
実施した子育て期の親族サポートと家との
関連に関する分析方法を、修正・発展させな
がら、家的視点を用いて現代家族へアプロー
チする。具体的には、愛知県刈谷市を調査地
に定め、大都市近郊地域における子育て期の
都市家族の、親族関係（サポートや居住の実
態）と家認識・家規範に焦点をあて、両者の
関連を考察する。 
 
(3) 本研究の調査地：大都市近郊都市である
愛知県刈谷市に調査地を定め、就学前の子ど
もをもつ親と祖父母を対象に調査票調査を
実施した。すなわち、子どもからみて、母親・
父親、祖父母の三者にそれぞれ調査票を配布

し、それぞれの家族・親族関係の実態や意識、
家に関する意識や実態について資料収集を
行った。現代家族における家的要素に関する
調査を行う本研究では、大都市近郊都市でか
つ伝統ある地域を調査対象に選定した。 
 
４．研究成果 
(1)家変動論の検証 
①従来の仮説：東北農村の家は、世帯・ライ
フコースの均質化により 19 世紀初頭に確立
（一般化）したとの見通しを、東北地方の太
平洋側の人口減少地域の歴史人口学的研究
結果から得ていた。 
 
②本研究の成果：従来の仮説を導き出した地
域とは、奥羽山脈を挟んだ反対側に位置する
東北地方の日本海側の人口増加地域の歴史
人口学的分析を実施し、そこでも 19 世紀初
頭に家らしい家が確立したことが明らかに
なった。仮説同様、本研究でも、世帯・ライ
フコースの均質化が進み、家らしい家が近代
に先駆けて 19 世紀初頭に一般化していたこ
とが確認でき、従来の仮説を補強することが
できた。 
 
③歴史的家研究の今後の課題：近代に先駆け
て確立した家が、近代社会の誕生にどのよう
なインパクトを与えたのか、また、近代に先
駆けて確立した家が、明治・大正期にどのよ
うに変動したのか、人口変動も含め明らかに
していく必要がある。 
 
(2)家的視点を取り込んだ現代の家族・親族関
係の実証研究の成果 
①従来の研究：都市部の親族ネットワークは
脆弱で、子育ては孤立傾向にあるというのが
一般的理解であった。 
 
②本研究の成果の概要：家的視点を用いた分
析の結果、都市における子育て世代の家族は、
地元出身者が作る家族＝＜地元層＞と、比較
的遠方からの流入者により形成された家族
＝＜非地元層＞でその特徴が大きく異なる
ことが明らかになった。以下では、顕著な研
究成果 5 点についてまとめた。 
 
③本研究の具体的成果 
③-(ⅰ)親との居住形態：親との同居は全体の
1 割と少ないが、いずれかの親が徒歩圏内に
いる割合は 35％で、30 分圏内まで広げると
57％にのぼる。子育て世代は、30 分以内で
行き来可能な 6 割の＜地元層＞と、1 時間以
上かかる 3 割の＜非地元層＞に二分される。 
 
③- (ⅱ)育児の支え手：育児の中心的な支え手
は、配偶者と双方の親であり、それ以外では、
「子どもが産まれる前の友人」が幾分頼りに
なる程度で、多様な支え手がいる状況からは
ほど遠い。双方の親のなかでは、妻方の祖母
がもっとも優勢であったが、近くに住んでい



るほど頼りになる傾向も見られた。つまり、
＜地元層＞と＜非地元層＞で得られる支援
に格差が大きいことが浮かび上がってきた。 
地元層は祖父母の近くで暮らし、育児支援を
多面的に得ているが、非地元層は、親からの
身体的支援を受けにくく、育児の支え手が配
偶者に限定され、孤独な育児を強いられる傾
向が強い。今後、広く育児支援政策を検討す
る際、本研究で明らかになった、＜地元層＞
と＜非地元層＞の格差は重要なポイントに
なると考えられる。 
 
③-（ⅲ）「あととり」観念：夫を「あととり」
と考えるケースが全体の 6 割と高い。なかで
も「あととり」観念が高いグループには、親
との同居・近居が多く、「あととり」観念が、
単なる観念ではなく、生活上の諸関係と結び
着いていることが見えてきた。この「あとと
り」観念が居住の近接性と連動しているとい
うことは、現代の都市家族でさえ、家的要素
が重要であることを示している。 
 
③-（ⅳ）相続と家族規範：本研究は伝統的な
地域で実施したが、祖父母世代での流入者が
多く、何世代にもわたり家や土地を継承して
きた層は一部に限られていた。そのためか、
継承期待は父母、祖父母ともにあまり高くは
なかった。また、「あととり」観念を持つ層
でも、「親とは同居すべき」という同居規範
や、「財産はあととりが単独で相続すべき」
という単独相続規範は弱かった。このように、
「あととり」観念と、同居や相続規範は連動
しておらず、家的観念の現代的展開が複雑で
あること、慎重な検討を要する問題であるこ
と明らかになった。 
 
③-（ⅴ）夫婦の役割分担：家事・育児の大部
分を妻が担っているが（母親の回答者のうち
専業主婦が 6 割、育休中が 2 割弱）、いずれ
も概ね現状を「公平」と考えていた。ただし、
父親は、今後も現状維持を望むが、妻は、夫
の分担増を期待いているというように、今後
の家庭内での分担に関する希望には、夫と妻
で大きな認識の差が見られた。また、家事・
育児を概ね妻が担っていることから、この点
に関しては、＜地元層＞と＜非地元層＞に顕
著な差がみられなかったことも記しておく。 
 
(3)本研究の意義 
日本家族は、戦後、「家から現代家族へ」変
化したと理解されてきたため、家的視点から
の家族研究（とりわけ都市家族）はほとんど
行われなくなった。しかし、本研究が示した
ように、家的要素は今でも都市の家族を特徴
づける重要な要素である。家族研究者のもつ
家理解そのものが「封建遺制」という古い認
識でできているため、家的観点からの現代家
族分析はリアリティを持ちえないと考えら
れているのかもしれないが、本研究では、家
変動論を再検討し、家認識そのものを刷新す

ることができた。これをもとに新しい家論か
ら現代家族を捉える具体的な事例を示し得
たのであり、本研究により新たな家族論を示
す端緒を示し得たと考えている。 
 
(4)今後の展望 
家的視点からの現状に関する資料収集なら
びに基礎的考察は行ったものの、本資料には
さらなる分析の可能性が残されている。本資
料を活かした考察をさらに広範囲で展開し、
現代家族についてのもうひとつのリアルな
家族像、家的視点からの家族像を社会に対し
ても、関連諸学会に対しても発信していく予
定である。 
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